
ポリシーを使用したスマートライセンシ

ングの設定

この章では、トポロジを実装する最も簡単で迅速な方法について説明します。

これらのワークフローは、新規展開のみに該当します。既存のライセンシングモデルから移行

する場合は、ポリシーを使用したスマートライセンシングへの移行を参照してください。

（注）

• CSLUを介して CSSMに接続（1ページ）
• CSSMに直接接続（3ページ）
• CSLUは CSSMから切断（5ページ）
• SSMオンプレミスを介して CSSMに接続（7ページ）
• SSMオンプレミスは CSSMから切断（9ページ）
• CSSMへの接続なし、CSLUなし（11ページ）

CSLUを介して CSSMに接続
コミュニケーションの製品インスタンスが開始したメソッドを実施するとき、以下のタスクを

完了します。

製品インスタンス開始型通信の場合のタスク

CSLUのインストール > CSLUの環境設定 >製品インスタンスの構成

ステップ 1 CSLUのインストール

タスクが実行される場所。[スマートソフトウェアマネージャ（Smart Software Manager）] > [スマートラ
イセンシングユーティリティ（Smart Licensing Utility）]からWindowsホスト（ラップトップ、デスク
トップ、または仮想マシン (VM)ダウンロード

インストールとセットアップの詳細については、『Cisco Smart License Utility Quick Start Setup Guide』を参
照セットアップください。
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ステップ 2 CSLUの環境設定

タスクの実行場所：CSLU

a) シスコへのログイン（CSLUインターフェイス）
b) スマートアカウントとバーチャルアカウントの設定（CSLUインターフェイス）
c) CSLUでの製品開始型製品インスタンスの追加（CSLUインターフェイス）

ステップ 3 製品インスタンスの設定

タスクが実行される場所：製品インスタンス

a) 製品インスタンス開始型通信のネットワーク到達可能性の確認。
b) 転送タイプが csluに設定されていることを確認します。

CSLUがデフォルトの転送タイプです。別のオプションを設定した場合は、グローバルコンフィギュ
レーションモードで license smart transport csluコマンドを入力します。構成ファイルへの変更を保存
します。

Device(config)# license smart transport cslu

Device(config)# exit

Device# copy running-config startup-config

c) CSLUの検出方法を指定します（1つ選択）。

•オプション 1：

操作は不要です。ネームサーバーは、cslu-localのゼロタッチDNSディスカバリ用に設定されまし
た。

ここでは、DNSを設定してあり（ネームサーバーの IPアドレスが製品インスタンスで設定されて
いる）、ホスト名 cslu-localがCSLUIPアドレスにマッピングされているエントリがDNSサーバー
にある場合、それ以上のアクションは不要です。製品インスタンスは、ホスト名 cslu-localを自動
的に検出します。

•オプション 2：

アクションは必要ありません。ネームサーバーとドメインは、cslu-local.<domain>のゼロタッチ
DNSディスカバリ用に設定されました。

ここでは、DNSを設定してあり（ネームサーバーの IPアドレスとドメインが製品インスタンスで
設定されている）、cslu-local.<domain>が CSLU IPアドレスにマッピングされているエントリが
DNSサーバーにある場合、それ以上のアクションは不要です。製品インスタンスは、ホスト名
cslu-localを自動的に検出します。

•オプション 3：

CSLUに特定の URLを設定します。

グローバルコンフィギュレーションモードで license smart url
csluhttp://<cslu_ip_or_host>:8182/cslu/v1/piコマンドを入力します。<cslu_ip_or_host>には、CSLU
をインストールしたWindowsホストのホスト名や IPアドレスを入力します。8182はポート番号
であり、CSLUが使用する唯一のポート番号です。
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Device(config)# license smart url cslu http://192.168.0.1:8182/cslu/v1/pi

Device(config)# exit

Device# copy running-config startup-config

結果：

製品インスタンスは通信を開始すると、ポリシーに従って、スケジュールされた時刻に最初の

RUMレポートを自動的に送信します。製品インスタンスがこの情報をいつ送信するかを確認
するには、特権 EXECモードで show license allコマンドを入力し、出力で Next report push:

フィールドの日付を確認します。

CSLUは、情報を CSSMに転送し、CSSMから返される ACKを製品インスタンスに転送しま
す。

ライセンスの使用状況が変更された場合は、転送タイプ、URL、およびレポート間隔の設定を
参照しレポートへの影響を確認してください。

CSSMに直接接続
コミュニケーションの製品インスタンスが開始したメソッドを実施するとき、以下のタスクを

完了します。

製品インスタンス開始型通信の場合のタスク

スマートアカウントのセットアップ >製品インスタンスの設定 > CSSMによる信頼の確立

ステップ 1 スマートアカウントのセットアップ

タスクが実行される場所：CSSMWeb UI、Smart Software Manager

スマートアカウントと必要なバーチャルアカウントへの適切なアクセス権を持つユーザーロールがあるこ

とを確認します。

ステップ 2 製品インスタンスの設定

タスクが実行される場所：製品インスタンス

a) CSSMへの製品インスタンス接続の設定：CSSMへの接続の設定
b) 接続方法と転送タイプの設定（1つ選択）:

•オプション 1：

スマートトランスポート：転送タイプをlicense smart transport smartを使用するsmartに設定しま
す。構成ファイルへの変更を保存します。

Device(config)# license smart transport smart

Device(config)# license smart url smart
https://smartreceiver.cisco.com/licservice/license
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Device(config)# copy running-config startup-config

•オプション 2：

HTTPSプロキシを介してスマート転送を設定します。「HTTPSプロキシを介したスマート転送の
設定」を参照してください。

•オプション 3：

直接クラウドアクセス用に Callhomeサービスを構成します。「ダイレクトクラウドアクセスに
Callhomeサービスの構成」を参照してください。

•オプション 4:

HTTPSプロキシを介した直接クラウドアクセス用に Call Homeサービスを構成します。「HTTP
プロキシサーバの設定（4ページ）」を参照してください。

ステップ 3 CSSMとの信頼の確立

タスクが実行される場所：CSSMWeb UI、次に製品インスタンス

a) 所有するバーチャルアカウントごとに 1つのトークンを生成します。1つのバーチャルアカウント
（CSSMからの信頼コード用新規トークンの生成）に属するすべての製品インスタンスに同じトーク
ンを使用できます。

b) トークンをダウンロードしたら、製品インスタンスに信頼コードをインストールできます（信頼コー
ドのインストール）。

結果：

信頼を確立した後、CSSMはポリシーを返します。ポリシーは、そのバーチャルアカウントの
すべての製品インスタンスに自動的にインストールされます。ポリシーは、製品インスタンス

が使用状況をレポートするかどうか、およびその頻度を指定します。

より頻繁にレポートを作成するようにレポート間隔を変更する場合は、製品インスタンスで、

グローバルコンフィギュレーションモードで license smart usage intervalコマンドを設定しま
す。シンタックスの詳細については、対応するリリースのコマンドリファレンスで license
smart (privileged EXEC)コマンドを参照してください。

ライセンスの使用状況が変更された場合は、転送タイプ、URL、およびレポート間隔の設定を
参照しレポートへの影響を確認してください。

HTTPプロキシサーバの設定
HTTPプロキシサーバからのHTTPメッセージを送信するように、Smart Call Homeを構成でき
ます。HTTPプロキシサーバを構成しない場合、Smart Call Homeは、Cisco Transport Gateway
（TG）に HTTPメッセージを直接送信します。

HTTPプロキシサーバーを設定するには、次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configure terminalステップ 1

Callhome構成サブモードを開始します。switch(config)# callhomeステップ 2

HTTPプロキシサーバのドメインネームサーバ
（DNS）の名前、IPv4アドレス、または IPv6アド
レスを設定します。

switch(config-callhome)# transport http proxy server
ip address

ステップ 3

任意でポート番号を設定します。ポート範囲は 1～
65535です。デフォルトのポート番号は 8080です。

Smart Call Homeで、HTTPプロキシサーバ経由です
べての HTTPメッセージを送信できるようにしま
す。

switch(config-callhome)# transport http proxy enableステップ 4

プロキシサーバアドレスが設定された

後にだけ、このコマンドを実行できま

す。

（注）

SmartCallHomeに対する転送関係の構成を表示しま
す。

オプション：switch(config-callhome)# show callhome
transport

ステップ 5

フルテキストの宛先と XMLのデフォル
ト値は 1 MBです。

（注）

CSLUは CSSMから切断
製品インスタンス開始型通信のどちらの方法を実装するかによって異なります。以下のタスク

を実行します。

製品インスタンス開始型通信の場合のタスク

CSLUのインストール > CSLUの環境設定 >製品インスタンスの設定 > [Ciscoにすべてダウン
ロード（Download All for Cisco）]と [Ciscoからアップロード（Upload From Cisco）]

ステップ 1 CSLUのインストール

タスクが実行される場所。[スマートソフトウェアマネージャ（Smart Software Manager）] > [スマートラ
イセンシングユーティリティ（Smart Licensing Utility）]からWindowsホスト（ラップトップ、デスク
トップ、または仮想マシン (VM)ダウンロード

インストールとセットアップの詳細については、『Cisco Smart License Utility Quick Start Setup Guide』を参
照セットアップください。
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ステップ 2 CSLUの環境設定

タスクの実行場所：CSLU

a) CSLUの [基本設定（Preferences）]タブで、[シスコの接続（Cisco Connectivity）]トグルスイッチをオ
フにします。フィールドが「Cisco Is Not Available」に切り替わります。

b) スマートアカウントとバーチャルアカウントの設定（CSLUインターフェイス）。
c) CSLUでの製品開始型製品インスタンスの追加（CSLUインターフェイス）。

ステップ 3 製品インスタンスの設定

タスクが実行される場所：製品インスタンス

a) 製品インスタンス開始型通信のネットワーク到達可能性の確認。
b) 転送タイプが csluに設定されていることを確認します。

CSLUがデフォルトの転送タイプです。別のオプションを設定した場合は、グローバルコンフィギュ
レーションモードで license smart transport csluコマンドを入力します。構成ファイルへの変更を保存
します。

Device(config)# license smart transport cslu

Device(config)# exit

Device# copy running-config startup-config

c) CSLUの検出方法を指定します（1つ選択）。

•オプション 1：

アクションは必要ありません。ネームサーバは、cslu-localのゼロタッチ DNSディスカバリ用に
設定されました。

ここでは、DNSを設定してあり（ネームサーバーの IPアドレスが製品インスタンスで設定されて
いる）、ホスト名 cslu-localがCSLUIPアドレスにマッピングされているエントリがDNSサーバー
にある場合、それ以上のアクションは不要です。製品インスタンスは、ホスト名 cslu-localを自動
的に検出します。

•オプション 2：

アクションは必要ありません。cslu-local.<domain>のゼロタッチ DNSディスカバリ用に設定され
たネームサーバーとドメインです。

ここでは、DNSを設定してあり（ネームサーバーの IPアドレスとドメインが製品インスタンスで
設定されている）、cslu-local.<domain>が CSLU IPアドレスにマッピングされているエントリが
DNSサーバーにある場合、それ以上のアクションは不要です。製品インスタンスは、ホスト名
cslu-localを自動的に検出します。

•オプション 3：

CSLUに特定の URLを設定します。

グローバルコンフィギュレーションモードで license smart url
csluhttp://<cslu_ip_or_host>:8182/cslu/v1/piコマンドを入力します。<cslu_ip_or_host>には、CSLU
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をインストールしたWindowsホストのホスト名や IPアドレスを入力します。8182はポート番号
であり、CSLUが使用する唯一のポート番号です。

Device(config)# license smart url cslu http://192.168.0.1:8182/cslu/v1/pi

Device(config)# exit

Device# copy running-config startup-config

ステップ 4 [Download All for Cisco]と [Upload From Cisco]

タスクの実行場所：CSLUと CSSM

a) Download All For Cisco（CSLUインターフェイス）
b) CSSMへの使用状況データのアップロードと ACKのダウンロード。
c) Upload From Cisco（CSLUインターフェイス）

結果：

製品インスタンスは通信を開始すると、ポリシーに従って、スケジュールされた時刻に最初の

RUMレポートを自動的に送信します。製品インスタンスがこの情報をいつ送信するかを確認
するには、特権 EXECモードで show license allコマンドを入力し、出力で Next report push:
フィールドの日付を確認します。

CSLUは CSSMから切断されるため、CSLUが製品インスタンスから収集した使用状況データ
をファイルに保存する必要があります。次に、シスコに接続されているワークステーションか

らファイルをCSSMにアップロードします。この後、CSSMからACKをダウンロードします。
CSLUがインストールされて製品インスタンスに接続されているワークステーションで、ファ
イルを CSLUにアップロードします。

ライセンスの使用状況が変更された場合は、転送タイプ、URL、およびレポート間隔の設定を
参照しレポートへの影響を確認してください。

SSMオンプレミスを介して CSSMに接続
コミュニケーションの製品インスタンスが開始したメソッドを実施するとき、対応する順序の

タスクを完了します。

デバイスが callhome転送を使用してSLP前のリリースでオンプレミスに登録されている場合、
移行後に転送モードが CSLUに変わります。また、URLは OnPrem CSLU tenant IDから製品
インスタンスで入力されます。確実に、copy running-config startup-configコマンドを使用して
構成を保存するようにしてください。

（注）

製品インスタンス開始型通信の場合のタスク

SSMオンプレミスのインストール >オンプレミス環境設定 >製品インスタンスの設定
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ステップ 1 SSMオンプレミスのインストール

タスクが実行される場所。Smart Software Managerからファイルをダウンロードします。

インストールとセットアップのヘルプについては、「Cisco Smart License Utilityクイックスタートセット
アップガイド」を参照してください。

ステップ 2 オンプレミス設定

タスクの実行場所：オンプレミス

Smart Software Managerオンプレミスユーザーガイドを参照してください。

ステップ 3 製品インスタンスの設定

タスクが実行される場所：製品インスタンス

a) 製品インスタンス開始型通信のネットワーク到達可能性の確認。
b) 転送タイプが csluに設定されていることを確認します。

別のオプションを設定した場合は、グローバルコンフィギュレーションモードで license smart transport
csluコマンドを入力します。構成ファイルへの変更を保存します。

Device(config)# license smart transport cslu

Device(config)# exit

Device# copy running-config startup-config

c) SSMオンプレミス URLは、SSUオンプレミステナント IDから製品インスタンスで入力されます。

この構成は、ライセンススマート URL https://Cisco_SSM_OnPrem/cslu/v1/pi/XYZ-ON-PREM-1として表
示されます。

上記の URLの XYZ-ON-PREM-1はテナント IDです。

d) SSMオンプレミスを検出するには：

操作は不要です。ネームサーバーは、Cisco_SSM_OnPremのゼロタッチDNSディスカバリ用に設定さ
れました。

ここでは、DNSを設定してあり（ネームサーバーの IPアドレスが製品インスタンスで設定されてい
る）、ホスト名 Cisco_SSM_OnPremがオンプレミス IPアドレスにマッピングされているエントリが
DNSサーバーにある場合、それ以上のアクションは不要です。製品インスタンスは、ホスト名
Cisco_SSM_OnPremを自動的に検出します。

結果：

製品インスタンスは通信を開始すると、ポリシーに従って、スケジュールされた時刻に最初の

RUMレポートを自動的に送信します。製品インスタンスがこの情報をいつ送信するかを確認
するには、特権 EXECモードで show license allコマンドを入力し、出力で Next report push:
フィールドの日付を確認します。
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オンプレミスは、情報を CSSMに転送し、CSSMから返される ACKを製品インスタンスに転
送します。

ライセンスの使用状況が変更された場合は、転送タイプ、URL、およびレポート間隔の設定を
参照しレポートへの影響を確認してください。

SSMオンプレミスは CSSMから切断
製品インスタンス開始型通信のどちらの方法を実装するかによって異なります。以下のタスク

を実行します。

デバイスがプレ SLPリリースで SSMオンプレミスに登録されている場合、移行後に転送モー
ドが CSLUに変更されます。また、URLは OnPrem CSLU tenant IDから製品インスタンスで
入力されます。確実に、copy running-config startup-configコマンドを使用して構成を保存する
ようにしてください。

（注）

製品インスタンス開始型通信の場合のタスク

SSMオンプレミスのインストール >オンプレミス環境設定 >製品インスタンスの設定

ステップ 1 SSMオンプレミスのインストール

タスクが実行される場所。Smart Software Managerからファイルをダウンロードします。

インストールとセットアップの詳細については、『Cisco Smart License Utility Quick Start Setup Guide』を参
照セットアップください。

ステップ 2 オンプレミス設定

タスクの実行場所：オンプレミス

『Smart Software Managerオンプレミスユーザーガイド』を参照してください。

ステップ 3 製品インスタンスの設定

タスクが実行される場所：製品インスタンス

a) 製品インスタンス開始型通信のネットワーク到達可能性の確認。
b) 転送タイプが csluに設定されていることを確認します。

別のオプションを設定した場合は、グローバルコンフィギュレーションモードで license smart transport
csluコマンドを入力します。構成ファイルへの変更を保存します。

Device(config)# license smart transport cslu

Device(config)# exit

Device# copy running-config startup-config

ポリシーを使用したスマートライセンシングの設定
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c) SSMオンプレミスURLは、SSMオンプレミステナント IDから製品インスタンスで入力されます。こ
の設定は、ライセンススマート URL https://Cisco_SSM_OnPrem/cslu/v1/pi/XYZ-ON-PREM-1として表示
されます。

上記の URLの XYZ-ON-PREM-1はテナント IDです。

d) SSMオンプレミスを検出するには：

操作は不要です。ネームサーバーは、Cisco_SSM_OnPremのゼロタッチDNSディスカバリ用に設定さ
れました。

ここでは、DNSを設定してあり（ネームサーバーの IPアドレスが製品インスタンスで設定されてい
る）、ホスト名 Cisco_SSM_OnPremがオンプレミス IPアドレスにマッピングされているエントリが
DNSサーバーにある場合、それ以上のアクションは不要です。製品インスタンスは、ホスト名
Cisco_SSM_OnPremを自動的に検出します。

ステップ 4 [Download All for Cisco]と [Upload From Cisco]

タスクの実行場所：オンプレミスと CSSM

a) SSMオンプレミスライセンシングワークスペース GUIにログインします。

1. [ポリシーを使用したSL]タブをクリックします。

2. [すべてをエクスポート/インポート]ドロップダウンをクリックします。

3. [Export Usage Cisco]を選択して、ファイルをアップロードおよび保存します。

b) CSSMへの使用状況データのアップロードと ACKのダウンロード。
c) SSMオンプレミスライセンシングワークスペース GUIにログインします。

1. [ポリシーを使用したSL]タブをクリックします。

2. [すべてをエクスポート/インポート]ドロップダウンをクリックします。

3. CSSMからダウンロードされたACKをアップロードするには、[Import FromCisco]を選択します。

結果：

製品インスタンスは通信を開始すると、ポリシーに従って、スケジュールされた時刻に最初の

RUMレポートを自動的に送信します。製品インスタンスがこの情報をいつ送信するかを確認
するには、特権 EXECモードで show license allコマンドを入力し、出力で Next report push:

フィールドの日付を確認します。

オンプレミスはCSSMから切断されるため、オンプレミスが製品インスタンスから収集した使
用状況データをファイルに保存する必要があります。次に、シスコに接続されているワークス

テーションからファイルを CSSMにアップロードします。この後、CSSMから ACKをダウン
ロードします。オンプレミスがインストールされて製品インスタンスに接続されているワーク

ステーションで、ファイルをオンプレミスにアップロードします。
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ライセンスの使用状況が変更された場合は、転送タイプ、URL、およびレポート間隔の設定を
参照しレポートへの影響を確認してください。

CSSMへの接続なし、CSLUなし
他のコンポーネントへの接続を設定する必要がないため、トポロジの設定に必要なタスクのリ

ストは短くなります。このトポロジを実装した後に必要な使用状況レポートを作成する方法に

ついては、ワークフローの最後にある「結果」セクションを参照してください。

製品インスタンスの設定

タスクが実行される場所。製品インスタンスの設定転送タイプを offにします。

グローバルコンフィギュレーションモードで license smart transport offコマンドを入力しま
す。構成ファイルへの変更を保存します。

Device(config)# license smart transport off

Device(config)# exit

Device# copy running-config startup-config

結果：

製品インスタンスからのすべての通信を無効にします。ライセンスの使用状況をレポートする

には、RUMレポートを（製品インスタンスの）ファイルに保存してから、CSSMにアップロー
ド、する必要があります（インターネットとシスコに接続されているワークステーションから

アップロード）。

1. RUMレポートの生成と保存

license smart save usageコマンドは特権 EXECモードで入力します。次の例では、すべて
の RUMレポートが all_rum.txtファイルで製品インスタンスのフラッシュメモリに保存さ
れます。この例では、ファイルはまずブートフラッシュに保存され、次に TFTPの場所に
コピーされます。

Device# license smart save usage all bootflash:all_rum.txt

Device# copy bootflash:all_rum.txt tftp://10.8.0.6/all_rum.txt

RUMレポートは、アップロードするデバイスのライセンストランザクションをキャプチャし
ます。グリーンフィールドデバイスでは、何もレポートされないため、空で生成されません。

また、ライセンストランザクションがなく、ユーザがレポートを保存しようとすると、

「Failure：save status：The requested item was not found」エラーが表示されます。ライセンス
機能の有効化などのいくつかのライセンストランザクションの後、レポートが生成され、オン

ライン/オフラインアップロード用に生成されます。

（注）
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2. 使用状況データを CSSMにアップロード： CSSMへの使用状況データのアップロードと
ACKのダウンロード

3. ACKを製品インスタンスにインストール：製品インスタンスへのファイルのインストー
ル

ライセンスの使用状況が変更された場合は、転送タイプ、URL、およびレポート間隔の設定を
参照しレポートへの影響を確認してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


